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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス・デバイスを管理する方法であって、前記方法はワイヤレス・ハンドオフ・
ゲートウェイが実行し、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスのため
のロケーション情報のセットを受信することと、
　　前記ロケーション情報のセットを使用してワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワ
ーク経由で前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内のアクセス・ポイントのセットを識別
することと、
　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アクセ
ス・ポイントのセットの範囲に接近している、または範囲内にある場合、前記ワイヤレス
・ワイド・エリア・ネットワーク経由で前記アクセス・ポイントのセットに関連付けられ
たアクセス・ポイント情報のセットを前記ワイヤレス・デバイスに送信することと、
　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アクセ
ス・ポイントのセットの範囲に接近している、または範囲内にある場合、前記ワイヤレス
・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内お
よび前記アクセス・ポイントのセットにおける、前記ワイヤレス・デバイスによって識別
された少なくとも１つのアクセス・ポイントに送信することと、
　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて、前記少
なくとも１つのアクセス・ポイント経由で前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワー
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クから前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの前記ワイヤレス・デバイス
のハンドオフを開始することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記局情報のセットは、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局（ＳＴＡ）情報
を備え、
　特に、前記局（ＳＴＡ）情報は、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた媒体アク
セス制御（ＭＡＣ）情報、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたキー情報、または
前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたインターネット・プロトコル（ＩＰ）アドレ
ス情報のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクセス・ポイント情報のセットは、前記少なくとも１つのアクセス・ポイントに
関連付けられた媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記少なくとも１つのアクセス・ポイ
ントに関連付けられたチャネル情報のセット、前記少なくとも１つのアクセス・ポイント
に関連付けられたサービス・セット識別（ＳＳＩＤ）情報のセット、または前記少なくと
も１つのアクセス・ポイントを通したデータ・リンク・アクセスのためのコスト情報のう
ちの少なくとも１つを備え、
　前記方法は、セキュリティ・キー情報のセットを前記ワイヤレス・デバイスおよび前記
少なくとも１つのアクセス・ポイントに送信することをさらに備え、
　前記方法は、特に、前記セキュリティ・キー情報のセットに基づいて前記ワイヤレス・
デバイスと前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの間の高速認証プロセスを開始す
ることをさらに備え、
　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、基地局パイ
ロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、ドップラー
効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報のうちの少
なくとも１つを備え、
　前記ロケーション情報のセットを受信すること、アクセス・ポイント情報のセットを送
信すること、または前記局情報のセットを送信することのうちの少なくとも１つは、前記
ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークにおける前記ワイヤレス・デバイスとの安全
な伝送リンクを通じて送信を開始することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　システムであって、
　　ワイヤレス・デバイスと通信するためのワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク
・インターフェースと、
　　前記ワイヤレス・デバイスと通信するためのワイヤレス・ローカル・エリア・ネット
ワーク・インターフェースと、
　　プロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースを経由して前
記ワイヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットを受信し、
　　　前記ロケーション情報のセットを使用して前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネ
ットワーク・インターフェースを経由して前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内のアク
セス・ポイントのセットを識別し、
　　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アク
セス・ポイントのセットの範囲に接近している、または範囲内にある場合、前記ワイヤレ
ス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースを経由して前記アクセス・ポイン
トのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記ワイヤレス・デバイ
スに送信し、
　　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アク
セス・ポイントのセットの範囲に接近している、または範囲内にある場合、前記ワイヤレ
ス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内
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および前記アクセス・ポイントのセットにおける、前記ワイヤレス・デバイスによって識
別された、少なくとも１つのアクセス・ポイントに送信し、
　　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて、前記
少なくとも１つのアクセス・ポイントを経由してワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワ
ークからワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの前記ワイヤレス・デバイスの
ハンドオフを開始するように構成される、システム。
【請求項５】
　前記局情報のセットは、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局（ＳＴＡ）情報
を備え、
　特に、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた前記局（ＳＴＡ）情報は、前記ワイ
ヤレス・デバイスに関連付けられた媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記ワイヤレス・
デバイスに関連付けられたキー情報、または前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた
インターネット・プロトコル（ＩＰ）アドレス情報のうちの少なくとも１つを備える、請
求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記アクセス・ポイント情報のセットは、前記少なくとも１つのアクセス・ポイントに
関連付けられた媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記少なくとも１つのアクセス・ポイ
ントに関連付けられたチャネル情報のセット、前記少なくとも１つのアクセス・ポイント
に関連付けられたサービス・セット識別（ＳＳＩＤ）情報のセット、または前記少なくと
も１つのアクセス・ポイントを通したデータ・リンク・アクセスのためのコスト情報のう
ちの少なくとも１つを備え、
　前記プロセッサは、セキュリティ・キー情報のセットを前記ワイヤレス・デバイスおよ
び前記少なくとも１つのアクセス・ポイントに送信するようにさらに構成され、
　特に、前記プロセッサは、前記セキュリティ・キー情報のセットに基づいて前記ワイヤ
レス・デバイスと前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの間の高速認証プロセスを
開始するようにさらに構成され、
　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、基地局パイ
ロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、ドップラー
効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報のうちの少
なくとも１つを備え、
　前記ロケーション情報のセットを受信すること、アクセス・ポイント情報のセットを送
信すること、または前記局情報のセットを送信することのうちの少なくとも１つは、前記
ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークにおける前記ワイヤレス・デバイスとの安全
な伝送リンクを通じて送信を開始することを備える、請求項４に記載のシステム。
【請求項７】
　ワイヤレス・デバイス上のデータ接続を構成する方法であって、前記方法はワイヤレス
・デバイスが実行し、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスのため
のロケーション情報のセットをワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信することと
、
　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスがアクセス・
ポイントのセットの範囲に接近している、または範囲内にある場合、ワイヤレス・ローカ
ル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内の前記アクセス
・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを、前記ワイヤレ
ス・ハンドオフ・ゲートウェイから前記ワイヤレス・デバイスにおいて、受信することと
、
　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・ハン
ドオフ・ゲートウェイに送信することと、
　　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイス
のためのデータ接続を確立するために前記アクセス・ポイントのセットにおける少なくと
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も１つのアクセス・ポイントを、前記ワイヤレス・デバイスによって識別することと、
　　前記アクセス・ポイントのセットにおける前記少なくとも１つのアクセス・ポイント
経由で前記ワイヤレス・デバイスの前記データ接続を前記ワイヤレス・ワイド・エリア・
ネットワークから前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークに遷移することと
　を備える、方法。
【請求項８】
　前記ロケーション情報のセットを前記送信することは、前記ロケーション情報のセット
を所定の間隔で送信すること、またはイベント・トリガ・ベースで前記ロケーション情報
のセットを送信することのうちの少なくとも１つを備え、
　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、基地局パイ
ロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、ドップラー
効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報のうちの少
なくとも１つを備え、
　前記データ接続を前記遷移することは、前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前
記局情報のセットに基づいて前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの認証プロセス
を実行することを備え、
　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備え、
　特に、前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証プロ
トコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、請求項７に記載の
方法。
【請求項９】
　前記データ接続を前記遷移することは、前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの
関連付けプロセスを実行することを備え、
　特に、前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備える
、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス・デバイスであって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークと通信するための第１のインターフェー
スと、
　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークと通信するための第２のインターフェ
ースと、
　　プロセッサと、を備え、前記プロセッサは、
　　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスのた
めのロケーション情報のセットをワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスがアクセス
・ポイントのセットの範囲に接近している、または範囲内にある場合、前記ワイヤレス・
ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内の前記ア
クセス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを、前記ワ
イヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから前記ワイヤレス・デバイスにおいて、受信し、
　　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・ハ
ンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイ
スのためのデータ接続を確立するために前記アクセス・ポイントのセットにおける少なく
とも１つのアクセス・ポイントを識別し、
　　　前記アクセス・ポイントのセットにおける前記少なくとも１つのアクセス・ポイン
ト経由で前記ワイヤレス・デバイスの前記データ接続を前記ワイヤレス・ワイド・エリア
・ネットワークから前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークに遷移するように
構成される、ワイヤレス・デバイス。
【請求項１１】
　前記ロケーション情報のセットを前記送信することは、前記ロケーション情報のセット
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を所定の間隔で送信すること、またはイベント・トリガ・ベースで前記ロケーション情報
のセットを送信することのうちの少なくとも１つを備え、
　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、基地局パイ
ロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、ドップラー
効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報のうちの少
なくとも１つを備え、
　前記データ接続を前記遷移することは、前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前
記局情報のセットに基づいて前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの認証プロセス
を実行することを備え、
　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備え、
　特に、前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証プロ
トコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備え、
　前記データ接続を前記遷移することはさらに、前記少なくとも１つのアクセス・ポイン
トとの関連付けプロセスを実行することを備え、
　特に、前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備える
、請求項１０に記載のワイヤレス・デバイス。
【請求項１２】
　ワイヤレス・デバイスとアクセス・ポイントを関連付ける方法であって、前記方法は前
記アクセス・ポイントが実行し、
　　アクセス・ポイント情報のセットを、前記アクセス・ポイントからワイヤレス・ハン
ドオフ・ゲートウェイに送信することと、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスのため
のロケーション情報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから、受信
することと、
　　前記アクセス・ポイントに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記ワ
イヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信することと、
　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アクセ
ス・ポイントの範囲に接近している、または範囲内にある場合、前記アクセス・ポイント
における前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを、前記ワイヤレス
・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で、受信することと、
　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて前記ワイ
ヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスとのデータ接
続を、前記アクセス・ポイントで、確立することと
　を備える、方法。
【請求項１３】
　前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で前記ワイヤレス・デバイスのための
ロケーション情報のセットを受信することをさらに備え、
　データ接続を前記確立することは、前記局情報のセットに基づいて前記アクセス・ポイ
ントとの認証プロセスを実行することを備え、
　特に、前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備え、
　さらに特に、前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認
証プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備え、
　前記データ接続を前記確立することはさらに、少なくとも１つの前記アクセス・ポイン
トとの関連付けプロセスを実行することを備え、
　特に、前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備える
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　アクセス・ポイントであって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークへの第１のインターフェースと、
　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの第２のインターフェースと、
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　　前記第１のインターフェースおよび前記第２のインターフェースと通信するプロセッ
サを備え、前記プロセッサは、
　　　アクセス・ポイント情報のセットを、前記アクセス・ポイントからワイヤレス・ハ
ンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記第１のインターフェース経由でワイヤレス・デバイスのためのロケーション情
報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから、受信し、
　　　前記アクセス・ポイントに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記
ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記ロケーション情報のセットに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アク
セス・ポイントの範囲に接近している、または範囲内にある場合、前記ワイヤレス・デバ
イスに関連付けられた局情報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経
由で、受信し、
　　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて前記ワ
イヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスとのデータ
接続を確立するように構成される、アクセス・ポイント。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行されたとき、請求項１乃至３、７乃至９、１２または１３のうち
のいずれか一項に記載の方法のステップを実行するための命令を備える、コンピュータ可
読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　[001]　　本特許出願は、本願と同一の発明者により、２０１２年６月１９日に出願さ
れた「ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの高度なネットワーク・ハンドオ
フのためのシステムおよび方法（Systems and Methods for Enhanced Network Handoff t
o Wireless Local Area Networks）」と題し、本特許出願と同一の実在者（entity）に譲
渡され、あるいは本特許出願と同一の実在者への譲渡の義務があり、本明細書にその全体
を参考として組み込まれる、米国特許仮出願番号６１／６６１，７１３号の優先権を主張
する。
【技術分野】
【０００２】
　[002]　　本教示は、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（wireless local 
area networks）への高度なネットワーク・ハンドオフのためのシステムおよび方法に関
する。本教示は、より具体的には、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイを通して、ワ
イヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク（a wireless wide area network）上で動作す
るワイヤレス・デバイスからワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへのハンドオ
フ・イベントを管理するためのプラットフォームおよび技術に関し、ここで、ワイヤレス
・ハンドオフ・ゲートウェイは、ワイヤレス・デバイスに、ローカル接続範囲内のワイヤ
レス・アクセス・ポイントとの速い関連付け（fast association）の準備をさせるように
構成される。
【背景技術】
【０００３】
　[003]　　電気通信サービスの分野において、セルラ電話会社および他のサービス・プ
ロバイダは、速度および頑強性を着実に高めるデータ・ネットワーキング・サービスを開
発および展開してきた。セルラ広帯域データ接続（cellular broadband data connection
s）のような、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＷＡＮ）接続が可能なスマート・フォ
ンおよび他のデバイスは、現在、毎秒何百キロバイト、毎秒何百メガバイト、あるいはそ
れ以上の範囲内のデータ・レートをユーザに日常的に提供し得る。しかしながら、セルラ
・ネットワーク・ファブリック（cellular network fabric）上の比較的高速なデータ・
サービスの消費は、ユーザとサービス・プロバイダの両方への制約を抱えている。ユーザ
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の視点からすると、多くのセルラおよび他のサブスクリプション（many cellular and ot
her subscriptions）は、一ヶ月または他の時間期間にわたってデータ利用に上限または
制限を課し、こうした種類の上限または制限の超過は、超過コスト（an overage cost）
を招き得る。さらに、データ上限の超過は、許可されたデータ・レートの一時的な格下げ
、または他の制約あるいは影響をももたらし得る。
【０００４】
　[004]　　ネットワーク・サービス・プロバイダの観点からすると、比較的高速なデー
タ・サービスをユーザに提供することは、プロバイダによって動作される高価な許諾スペ
クトル（expensive licensed spectrum）に増加した占有負荷（increased occupancy loa
d）を課し得る。これらデータ・サービスの配信は、同様に、更なる音声、データ、また
は他のユーザが利用可能なトータル・スループットを減らして、サービス・プロバイダの
コア・ネットワーク上の負荷を増加させ得る。
【０００５】
　[005]　　ＷｉｆＦｉＴＭベースのネットワークまたは他のネットワークのような、ワ
イヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）は、オープン・ルータまたは公
共のアクセス・ポイントを通して、比較的低コストの、広く利用可能な代替データ接続を
スマート・フォンのユーザまたは他のデバイスのユーザに提供し得る。さらに、異なるＷ
ｉＦｉＴＭの実現は、セルラ・ネットワークを通して利用可能なこれらに匹敵する、また
は上回るデータ・レートを配信し得る。ＩＥＥＥ ８０２．１１ａｃ規格を使用するＷｉ
ＦｉＴＭ接続は、例えば、８０ＭＨｚの帯域幅および２つの受信アンテナを使用して、毎
秒約５００メガビットのデータ・レートを獲得し得る。多くのスマート・フォンおよび他
のデバイスは、現在、ＷＷＡＮまたはＷＬＡＮタイプのデータ接続のいずれかを使用する
機能を取り入れている。
【０００６】
　[006]　　しかしながら、実行中に、セルラ・データまたはＷＷＡＮ接続からＷｉＦｉ
ＴＭまたは他のＷＬＡＮ接続への遷移を生成する（generate）ことは、現在、促進または
実行するのに容易な遷移ではない。注目すべき課題のうちの１つは、ユーザがＷＷＡＮ接
続からＷｉＦｉＴＭまたは同様の接続に安全に移動し得る前に著しい遅延を課せられ得る
ことであり、それは、一例にすぎないが、例えば、ビデオ・データ・ストリーム中のラグ
（lag）または停止を引き起こして、ユーザ経験（user experience）を中断し得る。
【０００７】
　[007]　　ネットワーク・ツー・ネットワークのハンドオフ遅延（network-to-network 
handoff delay）の一因となるファクタの１つは、ユーザを発見し、認証し、セルラ・デ
ータ接続からＷｉＦｉＴＭ接続にユーザを遷移するのに必要なオーバーヘッドであり、そ
れは、ほとんどの場合、潜在的に数多くのＷｉＦｉＴＭチャネルから選択される必要があ
る。複数の態様において、現在のＷｉＦｉＴＭの実現において使用される５ＧＨｚ帯域は
、探索されることが可能なチャネルを２０以上含み得る。一度選択されたＷｉＦｉＴＭチ
ャネルがそのチャネルの一群の中から識別されると、次にユーザは、さらに認証される必
要がある。認証ステージ（authentication stage）は、ユーザが支配下にあるＷｉＦｉＴ

Ｍルータ（subject WiFiTM route）または他のアクセス・ポイントを経由して接続する権
利を与えられることを保証するために、認証サーバおよび／または他の認証サイトあるい
はサービスに対するバックホール・トラフィックを含み得る。使用されるキー、暗号化、
および他の技術によって、認証プロセスは、それ自体で著しい処理遅延を招き得る。さら
に、一度チャネルが選択され、認証が完了すると、ユーザのスマート・フォンまたは他の
ワイヤレス・デバイスは、一般的に、それらのＷｉＦｉＴＭセッションのためのインター
ネット・プロトコル（ＩＰ）アドレスの割り当てを要求し、更なる処理オーバーヘッドお
よび遅延を課し得るプロセスを要求する。
【０００８】
　[008]　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの高度なネットワーク・ハ
ンドオフのための方法およびシステムを提供することが望ましく、そこでは、ワイヤレス
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・ハンドオフ・ゲートウェイ・プラットフォームがワイヤレス・ネットワーク環境に介在
し得、ハンドオフ・イベントが行なわれる前に必要なデバイス、アクセス・ポイント、お
よびネットワークのデータを部分的に予めロードする（pre-loading）ことによって、ワ
イヤレス・デバイスとＷｉＦｉＴＭまたは他のネットワークとの関連付けを速め、促進す
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　[009]　　本明細書に組み込まれ、その一部を構成する付属の図面は、本教示の実施形
態を示すものであり、説明とともに、本教示の原理を説明する役割を果たす。図面は、以
下のとおりである：
　[0010]　
【図１】図１は、様々な実施形態に従って、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワー
クへの高度なネットワーク・ハンドオフのためのシステムおよび方法で使用され得る全体
的なネットワーク環境を示す。
【００１０】
　[0011]　
【図２】図２は、様々な実施形態に従って、ネットワーク・エレメントのブロック図およ
びそれらエレメント間のコール・フローのフローチャートを示す。
【００１１】
　[0012]　
【図３】図３は、ある特定の観点において、データ接続のハンドオフ処理のフローチャー
トを示す。
【００１２】
　[0013]　
【図４】図４は、ある特定の更なる観点において、データ接続のハンドオフ処理のフロー
チャートを示す。
【００１３】
　[0014]　
【図５】図５は、ある特定の追加の観点において、データ接続のハンドオフ処理のフロー
チャートを示す図である。
【００１４】
　[0015]　
【図６】図６は、様々な実施形態に従って、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワー
クへの高度なネットワーク・ハンドオフのためのシステムおよび方法で使用されるワイヤ
レス・ハンドオフ・ゲートウェイで利用され得る例示的なハードウェア、ソフトウェア、
および他のリソースを示す。
【詳細な説明】
【００１５】
　[0016]　　本教示の実施形態は、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの高
度なネットワーク・ハンドオフのためのシステムおよび方法に関する。より具体的には、
実施形態は、スマート・フォンおよび／または他のワイヤレス・デバイスまたはモバイル
・デバイスが広帯域セルラ・ネットワークのようなＷＷＡＮに接続した状態で移動し得る
、ワイヤレス・ネットワーク環境において実現され得るプラットフォームおよび技術に関
する。ワイヤレス・デバイスは、例えば、第４世代（４Ｇ）ＬＴＥ（ロング・ターム・エ
ボリューション）ワイヤレス・ネットワーク規格を使用して、ＷＷＡＮ経由でインターネ
ットのようなネットワークにパケット・データ・サービスのようなデータ・リンクを確立
または維持し得る。実現において、通過（transit）中に、ワイヤレス・デバイスの位置
またはロケーションは、ここで「ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ（wireless han
doff gateway）」と称され、ネットワーク・ファブリックに導入されるプラットフォーム
またはエレメントに報告され、追跡され得る。ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ（
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またはＷＨＧ）は、ワイヤレス・デバイスと通信するためにＷＷＡＮで確立されるサーバ
、ノード、アプリケーション、および／またはサービスであり得る、または含み得る。ワ
イヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイは、同様に、状況において、クラウドベースのネッ
トワークの全体または一部で実現され得る。
【００１６】
　[0017]　　ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイは、ＷＷＡＮのデータ接続からロー
カルＷＬＡＮに対するデータ接続への遷移を容易にする、および促進する多くのタスクを
実行し得る。ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイによって実行されるこれらタスクの
うちの１つは、ワイヤレス・デバイスの接続範囲内にあるＷＬＡＮへの１つ以上のアクセ
ス・ポイントを識別することである。ＷＬＡＮで検出されるアクセス・ポイントは、Ｗｉ
ＦｉＴＭルータまたは他のアクセス・ポイントであり得る、または含み得るが、またある
いは代わりに、ＷｉＦｉＴＭまたは他のワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークの
いずれかのための他の種類のデバイスまたは接続であり得る。利用可能なアクセス・ポイ
ントは、スマート・フォンまたは他のワイヤレス・デバイスのための位置情報に基づいて
検出された場合、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイは、ワイヤレス・デバイスを、
ＷＷＡＮを通して接続されたデータ・リンクから、ＷＬＡＮで選択されたアクセス・ポイ
ントを通して接続するデータ・リンクに遷移するのに必要なデータを獲得および認証する
一連の動作を開始し得る。
【００１７】
　[0018]　　これら予備動作は、ＷＷＡＮからＷＬＡＮにワイヤレス・デバイスをハンド
オフするのに必要とされる、認証ステージ、チャネルまたはシグナリング選択、インター
ネット・プロトコル（ＩＰ）アドレス情報の割り当て、および／または他の動作を含み得
る。実際の接続が確立される、または完全にアクティベートされる前に、部分的に必要な
データを獲得し、これら動作またはデータを予めステージング（pre-staging）あるいは
ロードすることによって、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイは、ハンドオフ・イベ
ントを容易にし、オーバーヘッド処理および遅延を減少させ、ワイヤレス・デバイスのユ
ーザによるネットワーク・ツー・ネットワークの切り替えプロセス（network-to-network
 switching process）の認識される反応性（perceived responsiveness）を増加させ得る
。複数の態様において、その遷移は、ユーザまたはワイヤレス・デバイスによってほとん
ど認識されないラグまたは中断により行なわれ得る。
【００１８】
　[0019]　　ここで、本教示の例示的な実施形態が詳細に参照され、それは、添付図面に
示される。可能であれば、同じ参照番号が、同一または類似の部分を指すように図面全体
を通して使用される。
【００１９】
　[0020]　　図１は、複数の態様に従って、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワー
クへの高度なネットワーク・ハンドオフのためのシステムおよび方法が動作し得る全体的
なネットワーク環境１００を示す。示されるように、複数の態様において、ワイヤレス・
デバイス１０２は、無線接続１０６経由でセルラ・ネットワーク１１０と通信し得る。複
数の態様において、ワイヤレス・デバイス１０２は、セルラ電話、スマート・フォン、ポ
ータブル・コンピュータ、タブレット・デバイス、メディア・プレイヤー・デバイス、全
地球測位システム（ＧＰＳ）デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）デバイス、ラップトップ
・コンピュータ、および／または、他のネットワーク対応のモバイル・デバイスおよび／
またはワイヤレス・デバイスまたはプラットフォームであり得る、または含み得る。複数
の態様において、無線接続１０６は、一例にすぎないが、ＷｉＭａＸＴＭチャネルまたは
接続、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）チャネルまたは接続、ＴＭＤＡ（時分割多元接続）
チャネルまたは接続、３Ｇ、４Ｇ、および／または他の接続、またはＬＴＥ（ロング・タ
ーム・エボリューション）工業規格を使用する接続、および／またはチャネル、接続、あ
るいは通信リンクのような１つ以上のワイヤレス接続またはチャネル、であり得る、また
は含み得る。セルラ・ネットワーク１１０は、例えば、ハードウェア、ソフトウェア、無
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線周波数、および／または音声通信、テキスト通信、広帯域データ・リンク、および／ま
たは許諾スペクトルまたは他の無線周波数帯域、チャネル、接続、あるいは範囲にわたる
他の専有の（proprietary）、または他のサービスをサポートすることを目的に展開され
た他のリソースあるいはサービスのセット、であり得る、または含み得る。
【００２０】
　[0021]　　複数の態様に従って、セルラ・ネットワーク１１０は、また、インターネッ
トおよび／または他の公的あるいは私的ネットワークのような、１つ以上のネットワーク
１１２に接続され得る。セルラ・ネットワーク１１０は、光学的なおよび／または他の高
速接続、エッジまたはコア・サーバ、および／または他の送信接続、中継器、またはリン
クを経由して１つ以上のネットワーク１１２に接続し得る。ネットワーク環境１００は、
同様に、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４を含み得、それは、また、１つ以
上の伝送リンク、および／または他のネットワーク、レイヤ、および／またはチャネルを
経由して１つ以上のネットワーク１１２に、接続され得る。複数の態様において、ワイヤ
レス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、同様に、他のリソースの中で、ワイヤレス・
デバイス１０２のための認証プロトコルおよび動作をサポートまたはサービス提供する認
証サーバ（ＡＳ）に、接続され得る、またはアクセスできることに注意されたい。一般的
に、実現において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４および／または他のロ
ジック、プラットフォーム、エレメント、あるいはサービスは、必要に応じて、既知の、
および／または公的に利用可能な認証技術を使用して、ユーザ、デバイス、および／また
は他のエンティティを認証するために、ここに記載されたプラットフォームおよび技術の
動作中にいつでも認証サーバ１２０にアクセスし、またはインターフェースで接続し得る
ことに注意されたい。
【００２１】
　[0022]　　複数の態様において、ワイヤレス・デバイス１０２が、セルラ・ネットワー
ク１１０に、またはセルラ・ネットワーク１１０を通して、データ接続を確立または維持
することができない場合に、ワイヤレス・デバイス１０２は、代替チャネル、接続、また
はショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）、および／または他のもののようなサービ
スを使用して、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４と通信するように構成され
得ることに注意されたい。更なる例については、ＳＩＰ（セッション開始プロトコル）に
対する拡張が、同様に、ワイヤレス・デバイス１０２とワイヤレス・ハンドオフ・ゲート
ウェイ１１４との間のシグナリングのために使用され得る。
【００２２】
　[0023]　　ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ワイヤレス・デバイス１
０２へのデータ・リンク・サービスの配信に関連して多くの管理タスクを実行するように
構成され得る、および／または設定（provisioned）され得る。複数の態様において、ワ
イヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ワイヤレス・デバイス１０２からロケー
ション・データのセット１０４を受信するように構成され得る。複数の態様において、ロ
ケーション・データのセット１０４は、ワイヤレス・デバイス１０２の緯度および／また
は経度、ワイヤレス・デバイス１０２の速度および方向、ワイヤレス・デバイス１０２の
加速度、ワイヤレス・デバイス１０２の高度、ワイヤレス・デバイス１０２の方角（bear
ing）、および／または、他の位置のまたはロケーションのデータあるいは情報のような
、地理的または他の位置データであり得る、または含み得る。複数の態様において、更な
るロケーション情報は、基地局のマッピングまたは信号三角測量（signal triangulation
）のような、ＧＰＳベースの技術以外の技術を用いてワイヤレス・デバイス１０２の位置
を特定するために使用され得る、ＰＬＭＮ ＩＤ、基地局ＩＤ、パイロットＰＮ、ＳＩＤ
、ＮＩＤ、および／または他の情報のようなセルラ・ネットワーク情報を含み得る。例え
ば、異なる基地局の相対信号強度は、また、ワイヤレス・デバイス１０２のロケーション
を決定するための手段として使用され得る。複数の態様において、ロケーション・データ
のセット１０４は、搭載または統合されたＧＰＳ（全地球測位システム）受信機から獲得
されるデータを使用して、ワイヤレス・デバイス１０２からワイヤレス・ハンドオフ・ゲ
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ートウェイ１１４に報告され得る。複数の態様において、ロケーション・データのセット
１０４は、述べたように、またあるいは代わりに、セルラ・ネットワーク１１０における
地理的セル識別子、および／またはドップラー効果データのような他の位置決めプラット
フォーム、技術、および／またはサービスを使用した、セルラ・ネットワーク１１０にお
ける隣接基地局からのパイロット測定値のような、他の技術を使用して生成または報告さ
れ得る。複数の態様において、ワイヤレス・デバイス１０２は、無線リンク１０６、セル
ラ・ネットワーク１１０、１つ以上のネットワーク１１２、および／または他のチャネル
、リンク、または接続を経由して、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４にロケ
ーション・データのセット１０４を報告し得る。情報は、例えば、ＴＣＰ／ＩＰ（送信制
御プロトコル／インターネット・プロトコル）を使用してワイヤレス・デバイス１０２と
ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４との間の直接データ接続を介して、および
／またはｈｔｔｐ（ハイパー・テキスト転送プロトコル）を介して交換されることができ
る。
【００２３】
　[0024]　　複数の態様において、ロケーション・データのセット１０４を報告および更
新することは、またあるいは代わりに、ワイヤレス・デバイス１０２からワイヤレス・ハ
ンドオフ・ゲートウェイ１１４への安全なリンクを使用して実行され得、それは、セルラ
・ネットワーク１１０によって提供されたセルラ・サービス上にある安全なリンク（a se
cure link over the top of the cellular service）であり得る、または含み得る。例え
ば、ロケーション・データのセット１０４は、ｈｔｔｐｓ（ハイパー・テキスト転送プロ
トコル・セキュア）および／または他のレイヤ、接続、またはリンクを使用して、セルラ
・ネットワーク１１０経由でワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４に報告され得
る。例えば、仮想プライベート・ネットワーク（ＶＰＮ）リンク、トランスポート・レイ
ヤ・セキュリティ（ＴＬＳ）リンク、および／または他のリンク、チャネル、および／ま
たはレイヤのような、他の安全なレイヤまたはリンクが使用され得る。
【００２４】
　[0025]　　複数の態様に従って、ロケーション・データのセット１０４がワイヤレス・
ハンドオフ・ゲートウェイ１１４に報告される周波数は、固定されおよび／または変化し
得、選択されたファクタに依存するように構成され得る。例えば、ロケーション・データ
のセット１０４が更新される、および／またはワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１
１４に報告される周波数は、ワイヤレス・デバイス１０２の移動速度に依存するように構
成され得る。トリガリング基準（a triggering criteria）として速度が使用された場合
、より低い検出速度は使用される更新レート（rate of updating）の低下をもたらし、よ
り速い速度は更新レートの上昇をもたらす。ある特定の速度以下で、ワイヤレス・デバイ
ス１０２、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４、および／または他のハードウ
ェアあるいはリソースは、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４の更新の送信を
中止するように構成され得る。歩行者速度（pedestrian speeds）または他のしきい値を
上回るように、ワイヤレス・デバイス１０２が速く動きすぎている場合、例えば、ロケー
ション報告の中止または中断が課され得る。ワイヤレス・デバイス１０２が所定の時間期
間の間動くことを中止したと決定された場合、ロケーション報告の中止または中断が同様
に課され得るため、ワイヤレス・デバイスは静止していると仮定される。他の技術、レー
ト、および／またはファクタが、ロケーション・データのセット１０４の更新および／ま
たはワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４への報告をスケジュールするために使
用され得る。
【００２５】
　[0026]　　様々な時間において、そして同様に図１に示されるように、通過中に、ワイ
ヤレス・デバイス１０２は、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６の近くに入り
得る。ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６は、ＩＥＥＥ（電気電子技術者協会
）８０２．１１ファミリまたは他の規格に基づくＷｉＦｉＴＭネットワーク動作のような
、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）にワイヤレス・デバイスま
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たはモバイル・デバイスを接続することが可能なワイヤレス・ルータ、開閉器、ハブ、お
よび／または他のハードウェア、受信機、ノード、および／またはサービスであり得る、
または含み得る。複数の態様に従って、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６は
、ワイヤレス・デバイス１０２が無線接続範囲に到達した、および／または接近している
ＷｉＦｉＴＭルータのセットであり得る、または含み得る。複数の態様に従って、ローカ
ル・アクセス・ポイントのセット１１６は、送信されたビーコン情報のセット、および／
または他の信号を使用して、初めにワイヤレス・デバイス１０２を検出する、および／ま
たはワイヤレス・デバイス１０２と通信し得る。複数の態様において、ローカル・アクセ
ス・ポイントのセット１１６における任意の１つ以上のデバイスは、ＷＷＡＮとして作用
するセルラ・ネットワーク１１０の代わりに、ローカル・アクセス・ポイントのセット１
１６が１つ以上のネットワーク１１２への代替通信リンクを提供することを可能にする、
１つ以上のネットワーク１１２へのデータ・リンクを提供するように構成され得る。複数
の態様において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、セルラ・ネットワー
ク１１０からローカル・アクセス・ポイントのセット１１６、および／または他のノード
あるいはアクセス・ポイントへのこうした種類のハンドオフ・イベントを開始するように
構成され得る。
【００２６】
　[0027]　　より具体的には、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ロケー
ション・データのセット１０４、局データのセット１１８、および／または他の関連情報
を処理および分析し、潜在的なデータ・リンク・ハンドオフのためにワイヤレス・デバイ
ス１０２の近くまたは近辺におけるローカル・アクセス・ポイントのセット１１６を識別
するように構成され得る。複数の態様に従って、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ
１１４は、例えば、ＷｉＦｉＴＭおよび／または他のアクセス・ポイントあるいはノード
のロケーションを記録するデータベース・レコード、ディレクトリ、マップ、ロケーショ
ン・サービス、および／または他のリソースを使用して、ローカル・アクセス・ポイント
のセット１１６へのワイヤレス・デバイス１０２の近さを決定し得る。一度、ワイヤレス
・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４がワイヤレス・デバイス１０２の近くに配置されてい
る１つ以上のワイヤレス・ルータおよび／または他のアクセス・ポイントを識別すると、
セルラ・ネットワーク１１０からローカル・アクセス・ポイントのセット１１６へのハン
ドオフ・イベントを準備および管理する目的のために、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲート
ウェイ１１４は、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６に関連付けられたアクセ
ス・ポイント・データのセット１０８に加えて他の情報にアクセスし、検索し、フィルタ
し、および／または別の方法で処理し得る。
【００２７】
　[0028]　　複数の態様において、アクセス・ポイント・データのセット１０８は、ロー
カル・アクセス・ポイントのセット１１６における利用可能なアクセス・ポイントのため
のサービス・セット識別（ＳＳＩＤ）情報と、ＷｉＦｉＴＭチャネルまたはこれら利用可
能なアクセス・ポイントの動作のチャネルと、この利用可能なアクセス・ポイントの媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスと、暗号化、認証、および／または他のセキュリティ処
理あるいは高速認証プロトコルを含むプロトコルに使用される任意のキーまたは複数のキ
ーと、および／または、ワイヤレス・デバイス１０２のために予め割り当てられたインタ
ーネット・プロトコル（ＩＰ）アドレスと、のような、ローカル・アクセス・ポイントの
セット１１６によって提供されるＷｉＦｉＴＭネットワークにおける局として作用する、
情報のセットであり得る、または含み得る。アクセス・ポイント・データのセット１０８
は、さらに、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における任意の１つ以上のア
クセス・ポイントによって提供されるサービスの識別子、ローカル・アクセス・ポイント
のセット１１６を通したアクセスの任意のコスト、および／またはワイヤレス・デバイス
１０２とローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における１つ以上のアクセス・ポ
イントとの間の関連付けプロセスを実行するのに必要とされる他の情報、のような情報で
もあり得る、または含み得る。
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【００２８】
　[0029]　　複数の態様によると、アクセス・ポイント・データのセット１０８にアクセ
スし、検索し、編成した後に、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ワイヤ
レス・デバイス１０２に、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における１つ以
上のアクセス・ポイントとの関連付けの準備をさせるために、セルラ・ネットワーク１１
０、無線接続１０６、および／または他のネットワークまたはチャネル経由で、そのデー
タを、ワイヤレス・デバイス１０２に送信し得る。
【００２９】
　[0030]　　ロケーション・データのセット１０４、無線接続１０６、および／または他
の関連情報を所有して、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、同様にあるい
は代わりに、ＷｉＦｉＴＭ、および／またはローカル・アクセス・ポイントのセット１１
６によってサポートされる他のネットワークへのワイヤレス・デバイス１０２によるコン
タクト（contact）、およびその関連付けまたは登録のために、ローカル・アクセス・ポ
イントのセット１１６をステージおよび準備する動作を実行および／または開始する。複
数の態様によると、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ワイヤレス・デバ
イス１０２を登録し、関連付けるのに必要な情報をローカル・アクセス・ポイントのセッ
ト１１６に予めロードするために、局データのセット１１８をローカル・アクセス・ポイ
ントのセット１１６に送信し得る。局データのセット１１８は、アクセス・ポイントのセ
ット１１６におけるアクセス・ポイントの各々に対するワイヤレス・デバイス１０２の迅
速な識別のための１つ以上の認証、暗号化および／または他のセキュリティ・キーのよう
な情報を含み得る。複数の態様において、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６
にプッシュされた（pushed to）キー情報のセットは、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲート
ウェイ１１４自体によって生成された一時的なキー、および／または、ワイヤレス・デバ
イス１０２および／またはデバイスのユーザに既に関連付けられた一時的または永続的な
キーのような他のキーあるいはデータであり得る、または含み得る。局データのセット１
１８の一部としての事前のキー情報（advance key information）の受信は、接続がなさ
れる１つ以上のアクセス・ポイントが、ワイヤレス・デバイス１０２を比較的早く認証す
ることを許可し得る。
【００３０】
[0031]　セキュリティ・キーに関する情報の他にも、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウ
ェイ１１４は、さらに、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６内のアクセス・ポ
イントのうちの１つ以上におけるワイヤレス・デバイス１０２のためのＩＰアドレス割り
当て手順を開始し得る。また、ワイヤレス・デバイス１０２に割り当てられるべきＩＰア
ドレスは、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４自体によって、ワイヤレス・デ
バイス１０２自体、ネットワーク・サービス・プロバイダによって、および／または他の
ノード、サービス、および／またはソースによって、生成および／または提供され得る。
ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、また、デバイスが現在使用しているの
と同じＩＰアドレスを使用し続けることができるかどうか、または新しいＩＰアドレスを
要求する必要があるかどうかを、（局、ＳＴＡとして作用している）ワイヤレス・デバイ
ス１０２に通知し得る。さらに、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ワイ
ヤレス・デバイス１０２がローカル・アクセス・ポイントのセット１１６経由でデータ接
続に遷移される前にセルラ・ネットワーク１１０を介して設定されたデータ接続を使用し
て、ＩＰアドレスを（局、ＳＴＡとして作用する）ワイヤレス・デバイス１１４に割り当
て、それをワイヤレス・デバイス１０２に送信し得る。
【００３１】
　[0032]　　複数の態様によると、一般的に、そして述べたように、ワイヤレス・ハンド
オフ・ゲートウェイ１１４は、ロケーション・データのセット１０４、局データのセット
１１８、アクセス・ポイント・データのセット１０８、および／または他の関連情報を受
信し得、セルラ・ネットワーク１１０を通したデータ接続からロケーション・アクセス・
ポイントのセット１１６を通したデータ接続にワイヤレス・デバイス１０２を遷移させる
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ハンドオフ・イベントの速度、頑健性、透過性、信頼性、および安全性を高めるために、
それ自体で、および／またはワイヤレス・デバイス１０２および／またはロケーション・
アクセス・ポイントのセット１１６とともに、動作のセットを行なう、および／または開
始するために、そのデータを使用し得る。複数の態様において、一度、ワイヤレス・デバ
イス１０２がアクセス・ポイント・データのセット１０８および／または他の情報を受信
すると、ワイヤレス・デバイス１０２は、それ自体にローカル・アクセス・ポイントのセ
ット１１６における１つ以上のアクセス・ポイントへの接続のための準備をさせるための
動作のセットを開始し得る。複数の態様において、ワイヤレス・デバイス１０２は、例え
ば、アクセス・ポイント・データのセット１０８で識別されたアクセス・ポイントのうち
のいずれか１つ以上が登録に利用可能かどうかを決定するために、アクセス・ポイント・
データのセット１０８で識別されたＷＬＡＮチャネル上でアクティブまたはパッシブ・ス
キャン（an active or passive scan）を実行し得る。
【００３２】
　[0033]　　複数の態様によると、アクセス・ポイント・データのセット１０８において
ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４によって識別されたそれら利用可能なアク
セス・ポイントのみにチャネル・スキャンを限定する、または最初に限定することによっ
て、ワイヤレス・デバイス１０２は、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６にお
けるアクセス・ポイントの全てまたは一部の全アクティブ・チャネルの網羅的な探索（ex
haustive search）の実行を回避し得る。ワイヤレス・デバイス１０２がローカル・アク
セス・ポイントのセット１１６内でそれが通信することを望む複数のポイントまたはアク
セス・ポイントのＭＡＣ（媒体アクセス制御）アドレスを未だ有していない場合、アクテ
ィブ／パッシブ・スキャンが要求され得ることに注意されたい。
【００３３】
　[0034]　　複数の態様において、ワイヤレス・デバイス１０２は、またあるいは代わり
に、アクセス・ポイント・データのセット１０８おいて識別された利用可能なアクセス・
ポイントのうちの１つ以上との関連付け要求に直接進む（proceed）ように構成され得る
。これらの場合において、アクティブ／パッシブ・スキャンのプロセスは、省略され得る
。複数の態様において、一度、ターゲット・アクセス・ポイントが識別または選択される
と、ワイヤレス・デバイス１０２およびアクセス・ポイント・データのセット１０８にお
いて識別された１つ以上のアクセス・ポイントは、相互認証プロセス（a mutual authent
ication process）を実行し得る。認証は、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１
４から取得または受信されたキーまたは複数のキーの、一方または両方のデバイスによる
所持の検証（verification of possession）を含み得る。実現において、ローカル・アク
セス・ポイントのセット１１６における選択されたアクセス・ポイントまたは複数のポイ
ントとワイヤレス・デバイス１０２によって、あるいは、ローカル・アクセス・ポイント
のセット１１６において選択されたアクセス・ポイントまたは複数のポイントとワイヤレ
ス・デバイス１０２との間で、実行される高速認証プロセスは、安全でないネットワーク
・トランザクションのために設計されたＯｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコル、および／また
は拡張認証プロトコル再認証（ＥＲＰ）認証プロトコル（Extensible Authentication Pr
otocol Re-Authentication (ERP) authentication protocols）であり得る、または含み
得る。別の実施形態において、キーは、ＰＭＫキーのキャッシング技術を使用して配布さ
れ得る。しかしながら、他の認証アルゴリズム、技術、および／またはプロトコルが使用
され得ることを理解するであろう。実現において、ワイヤレス・デバイス１０２によって
実施される処理は、ワイヤレス・デバイス１０２にインストールされたソフトウェア・ア
プリケーションによって実行され得、それは、ワイヤレス・デバイス１０２のオペレーテ
ィング・システムまたは他のソフトウェアに要求される任意の変更なしでインストールお
よび使用さ
れ得る。
【００３４】
　[0035]　　ワイヤレス・デバイス１０２によって実行または開始される処理に加えて、
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逆に、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における（単数または複数の）アク
セス・ポイントは、同様に、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６へのワイヤレ
ス・デバイス１０２のデータ・リンクのハンドオフの準備をするための動作のセットを実
行し得る。複数の態様において、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における
１つ以上のアクセス・ポイントがワイヤレス・デバイス１０２に関連付けられたワイヤレ
ス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４からデータを受信した場合、（単数または複数の）
アクセス・ポイントは、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４から受信されたワ
イヤレス・デバイス１０２のための局データのセット１１８を含むハンドオフ情報のセッ
トを受信および記憶し得る。ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４によって提供
されたワイヤレス・デバイス１０２のための局データのセット１１８は、例えば、ワイヤ
レス・デバイス１０２の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのような、アクセス・ポイ
ントのセット１０６へのワイヤレス・デバイス１０２の登録および接続に関連付けられた
情報に加えて、（単数または複数の）アクセス・ポイントとワイヤレス・デバイス１０２
との間の高速認証プロセスに使用され得るワイヤレス・デバイス１０２に関連付けられた
任意のキー情報であり得る、または含み得る。
【００３５】
　[0036]　　（単数または複数の）アクセス・ポイントによって受信された局データのセ
ット１１８は、また、そのデータが同様にワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４
によって送信された情報に含まれる場合、ワイヤレス・デバイス１０２のために割り当て
られたインターネット・プロトコル（ＩＰ）アドレスを含み得る。ワイヤレス・デバイス
１０２に関する、または関連付けられた他の情報は、ローカル・アクセス・ポイントのセ
ット１１６における（単数または複数の）アクセス・ポイントによって受信された局デー
タのセット１１８において送信され得ることを理解するであろう。そのデータは、ＷｉＦ
ｉＴＭネットワーク規格の下で要求または許可されたものに加えたデータを含む、キー・
データまたはアドレス・データに加えて更なるまたは他のデータを含み得る。
【００３６】
　[0037]　　実現において、ワイヤレス・デバイス１０２が、安全性および他の理由のた
めに、所定のタイムアウト期間後にアクセス・ポイントとの関連付けを開始しようと試み
ない場合、局データのセット１１８またはワイヤレス・デバイス１０２に関する他の情報
を受信するアクセス・ポイントまたは複数のポイントは、その情報を消去するように構成
され得る。
【００３７】
　[0038]　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの高度なネットワーク・ハ
ンドオフのためのシステムおよび方法の全体的なコール・フローおよび処理動作が、図２
に示される。２０２において、ワイヤレス・デバイス１０２は、ワイヤレス・ハンドオフ
・ゲートウェイ１１４にワイヤレス・デバイス１０２のためのロケーション・データのセ
ット１０４を送信するために、例えば、ｈｔｔｐｓ（ハイパー・テキスト転送プロトコル
・セキュア）および／または他の安全なチャネル、接続、またはレイヤを経由して、ワイ
ヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４と通信し得る。２０４において、ワイヤレス・
ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、アクセス・ポイントＩＤ、アクティブまたは利用可
能なチャネル、サービス・セット識別（ＳＳＩＤ）、および／または他の情報を含むアク
セス・ポイント・データのセット１０８をワイヤレス・デバイス１０２に送信し得る。２
０６において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、認証キー、インターネ
ット・プロトコル（ＩＰ）アドレス情報、および／またはワイヤレス・デバイス１０２に
関する他のデータを含む局データのセット１１８を、ローカル・アクセス・ポイントのセ
ット１１６における１つ以上のアクセス・ポイントに送信し得る。
【００３８】
　[0039]　　２０８において、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６におけるア
クセス・ポイントの１つ以上の何れがワイヤレス・デバイス１０２の関連付けを受け取る
のに利用可能であるかを決定するために、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスが
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、ワイヤレス・デバイス１０２とローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における
（単数または複数の）アクセス・ポイントとの間で実施され得る。２１０において、認証
および／または関連付けプロセスまたは複数のプロセスは、ワイヤレス・デバイス１０２
とローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における（単数または複数の）アクセス
・ポイントとの間で実施され得る。述べたように、認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅ
ｓプロトコル、拡張認証プロトコル再認証（ＥＲＰ）認証プロトコル、および／または他
のプロトコル、プロセス、サービス、または規格であり得る、または含み得る。
【００３９】
　[0040]　　２１２において、ハンドオフ・シグナリング動作のセットは、ワイヤレス・
デバイス１０２と、セルラ・ネットワーク１１０および／またはワイヤレス・デバイス１
０２が登録されるおよび／または通信する他のワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワー
クとの間で実行され得る。例えば、ワイヤレス・デバイス１０２は、ハンドオフ・トラン
ザクションを見越して、任意の現在データ転送、サービス、および／またはアプリケーシ
ョンの状態あるいはコンテキストが保存されることを要求し得る。
【００４０】
　[0041]　　２１４において、データ・リンクは、ワイヤレス・デバイス１０２と、ロー
カル・アクセス・ポイントのセット１１６におけるアクセス・ポイントまたは複数のポイ
ントとの間で確立され得、ワイヤレス・デバイス１０２は、インターネットまたは他のも
ののような、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６が接続されたネットワークま
たは複数のネットワークからのデータを送信および／または受信し始め得る。その後、処
理は繰り返すか、前の処理ポイントに戻るか、更なる処理ポイントに飛ぶか、あるいは終
了し得る。
【００４１】
　[0042]　　図３は、実現に従って、ワイヤレス・デバイス１０２によって実施されるデ
ータ交換および処理を含む、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮネットワークにおいて実施され得る
様々な処理動作を示す。３０２において、処理が開始され得る。３０４において、ワイヤ
レス・デバイス１０２は、無線接続１０６、および／または他の接続、リンク、またはチ
ャネルを経由してセルラ・ネットワーク１１０に登録し得る。３０６において、ワイヤレ
ス・デバイス１０２は、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４からの１つ以上の
要求に応答し得、例えば、キー情報、ＩＰアドレス情報、ＭＡＣ情報、ＱｏＳ情報および
／または他の情報あるいはデータを含む局データのセット１１８、ロケーション・データ
のセット１０４、を含む情報のセットをワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４に
送信し得る。３０８において、ワイヤレス・デバイス１０２は、空港、鉄道の駅、レスト
ランまたは他の公共の場所に到着するなどによって、ローカル・アクセス・ポイントのセ
ット１１６の範囲に入り得、例えば、歩いている間、自転車に乗っている間、乗物に乗っ
ている間、さもなければ、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６の範囲内に通過
している間、ワイヤレス・デバイス１０２がそれらのまたは他のロケーションに運ばれる
。
【００４２】
　[0043]　　３１０において、ワイヤレス・デバイス１０２は、例えば、セルラ・ネット
ワーク１１０との既存の接続を経由して、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４
からアクセス・ポイント・データのセット１０８を受信し得る。３１２において、ワイヤ
レス・デバイス１０２は、例えば、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４から受
信されたアクセス・ポイント・データのセット１０８を使用して、ローカル・アクセス・
ポイントのセット１１６とのアクティブ・パッシブ・スキャン・プロセスを実行し得る。
３１４において、ワイヤレス・デバイス１０２は、例えば、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲ
ートウェイ１１４と相互作用すること、およびキー情報を検証する認証サーバ１２０を使
用することによって、１つ以上の認証および／または関連付けルーティンを実行し得る。
３１６において、ワイヤレス・デバイス１０２は、セルラ・ネットワーク１１０および／
または他のＷＷＡＮとのハンドオフ・シグナリングを実行し得る。複数の態様において、
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ハンドオフ・シグナリングは、ワイヤレス・デバイス１０２で行なわれるデータ転送、サ
ービス、アプリケーション、および／または他のプロセスのコンテキストあるいは状態を
保存またはフォワードする（forward）命令であり得る、または含み得る。実現において
、ハンドオフ・シグナリングは、同様に、計測（metering）、課金（billing）および／
または他の利用情報（usage information）を、セルラ・ネットワーク１１０、１つ以上
のネットワーク１１２、および／または他のエンティティ、ネットワーク、またはサービ
スからワイヤレス・デバイス１０２、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４、お
よび／または他の宛先にフォワードする要求を含み得る。
【００４３】
　[0044]　　３１８において、ワイヤレス・デバイス１０２は、例えば、そのデバイスま
たは複数のデバイスとのＷｉＦｉＴＭの関連付けとして（by way of a WiFiTM associati
on with that device or devices）、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６にお
ける１つのアクセス・ポイントまたは複数のアクセス・ポイントとのデータ・リンクを確
立し得る。３２０において、ワイヤレス・デバイス１０２、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲ
ートウェイ１１４、および／または他のデバイス、サービス、および／またはロジックは
、ワイヤレス・デバイス１０２の状態および任意の実行中のアプリケーション、サービス
、または転送を維持または記憶し得る、および／またはワイヤレス・デバイス１０２が現
在接続されている（単数または複数の）アクセス・ポイントにこれらプロセスのコンテキ
ストを転送し得る。３２２において、セルラ・ネットワーク１１０または他のＷＷＡＮか
らワイヤレス・デバイス１０２へのデータ・リンクおよび／または他の接続を終了し得る
。３２４において、処理は繰り返すか、前の処理ポイントに飛ぶか、更なる処理ポイント
に飛ぶか、あるいは終了し得る。
【００４４】
　[0045]　　図４は、実現に従って、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６によ
って実施されるデータ交換および処理を含む、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮネットワークにお
いて実施され得る様々な処理動作を示す。４０２において、処理が開始され得る。４０４
において、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における１つ以上のアクセス・
ポイントは、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４からの要求に応答し得、アク
セス・ポイント・データのセット１０８をワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４
に送信し得る。述べたように、アクセス・ポイント・データのセット１０８は、ローカル
・アクセス・ポイントのセット１１６から利用可能なサービスを説明するサービス・セッ
ト識別（ＳＳＩＤ）情報、ＷｉＦｉＴＭまたは他のチャネル利用情報、セキュリティ・キ
ーまたはプロトコル情報、媒体アドレスまたは他のアドレス情報、および／または他のデ
ータのような様々な情報であり得る、または含み得る。
【００４５】
　[0046]　　４０６において、ローカル・アクセス・ポイント１１６のセットは、ワイヤ
レス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４から局データのセット１０８を受信し、ワイヤレ
ス・デバイス１０２とローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における１つ以上の
アクセス・ポイントとを関連付ける必要がある全てまたは一部の情報を予めステージング
し得る。その情報は、例えば、そのデバイスの識別、ワイヤレス・デバイス１０２のＩＰ
アドレス、ワイヤレス・デバイス１０２のためのデータ・コンテキスト情報、および／ま
たは他の情報を含み得る。４０８において、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１
６は、通知を受信し得る、および／またはローカル無線範囲内でワイヤレス・デバイス１
０２の到着または接近を検出し得る。４１０において、ローカル・アクセス・ポイントの
セット１１６は、ワイヤレス・デバイス１０２とともに、ローカル・アクセス・ポイント
のセット１１６における利用可能なチャネルのアクティブ／パッシブ・スキャンを実行し
得る。４１２において、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６は、ワイヤレス・
デバイス１０２とともに、ワイヤレス・デバイス１０２のための１つ以上の認証および／
または関連付けプロセスを実行し得る。４１４において、選択された（単数または複数の
）アクセス・ポイントは、デバイスのために割り当てられたＷｉＦｉＴＭチャネルを確立
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することなどによって、ワイヤレス・デバイス１０２とのデータ接続を確立し得る。４１
６において、処理は繰り返すか、前の処理ポイントに飛ぶか、更なる処理ポイントに飛ぶ
か、あるいは終了し得る。
【００４６】
　[0047]　　図５は、実現に従って、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４によ
って実施されるデータ交換および処理を含む、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮネットワークにお
いて実施され得る様々な処理動作を示す。５０２において、処理が開始され得る。５０４
において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ワイヤレス・デバイス１０
２に問い合わせを行ない（interrogate）、セルラ・ネットワーク１１０、１つ以上のネ
ットワーク１１２、および／または他のチャネル、ネットワーク、または接続を経由して
、ＧＰＳまたは他のデータのようなロケーション・データのセット１０２を獲得し得る。
【００４７】
５０６において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ローカル・アクセス
・ポイントのセット１１６に問い合わせを行ない、例えば、１つ以上のネットワーク１１
２、および／または他のチャネルあるいは接続を経由して、アクセス・ポイント・データ
のセット１０８を獲得し得る。５０８において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ
１１４は、例えば、セルラ・ネットワーク１１０経由で、アクセス・ポイント・データの
セット１０８をワイヤレス・デバイス１０２に送信し得る。５１０において、ワイヤレス
・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、局データのセット１１８をローカル・アクセス・
ポイントのセット１１６に送信し得る。５１２において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲー
トウェイ１１４は、ワイヤレス・デバイス１０２がローカル・アクセス・ポイントのセッ
ト１１６における１つ以上のアクセス・ポイントに関連付けられたという通知を受信し得
る。５１４において、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、例えば、ワイヤ
レス・デバイス１０２が、そのローカル・アクセス・ポイントのセット１１６とのそれの
ＷｉＦｉＴＭセッションを終了した場合、更新されたロケーション・データ１０４および
／またはワイヤレス・デバイス１０２のための他の情報を獲得し得る。５１６において、
処理は繰り返すか、前の処理ポイントに飛ぶか、更なる処理ポイントに飛ぶか、あるいは
終了し得る。
【００４８】
　[0048]　　図６は、実施形態に従って、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク
への高度なネットワーク・ハンドオフのためのシステムおよび方法の実現において使用さ
れ得る様々なハードウェア、ソフトウェア、および他のリソースを示す。実施形態におい
て、示されるように、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、オペレーティン
グ・システム１３６の制御下で、あるいはオペレーティング・システム１３６とともに動
作している、電子ランダム・アクセス・メモリのような、メモリ１３２と通信するプロセ
ッサ１３０を含むプラットフォームを備え得る。実施形態におけるプロセッサ１３０は、
１つ以上のサーバ、クラスタ、および／または他のコンピュータあるいはハードウェア・
リソースを含み得る、または組み込まれ得る、および／またはクラウドベースのリソース
を使用して実現され得る。オペレーティング・システム１３６は、例えば、ＬｉｎｕｘＴ

Ｍ（登録商標）オペレーティング・システム、ＵｎｉｘＴＭ（登録商標）オペレーティン
グ・システム、または他のオープン・ソースあるいは専有のオペレーティング・システム
またはプラットフォームの配布（distribution）であり得る。プロセッサ１３０は、他の
コンテンツ、媒体、または他のデータとともに、ロケーション情報および／または関連付
けデータ、および／またはそのサブセットの選択を含む、ここで説明されたようなハンド
オフ動作の管理に関するデータにアクセスする、または記憶するために、ローカル・ハー
ド・ドライブまたはドライブ・アレイに記憶されたデータベースのような記憶装置１３８
と通信し得る。プロセッサ１３０は、さらに、イーサネット（登録商標）またはワイヤレ
ス・データ接続のようなネットワーク・インターフェース１３４と通信し得、次に、イン
ターネットまたは他の公的あるいは私的ネットワークのような、１つ以上のネットワーク
１１２と通信し得る。プロセッサ１３０は、一般的に、制御ロジックを実行し、ロケーシ
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ョン・データのセット１０４、アクセス・ポイント・データのセット１０８、局（ＳＴＡ
）のセット、および／または、ワイヤレス・デバイス１０２とローカル・アクセス・ポイ
ントのセット１１６との関連付けに関する他のデータ、および／または他のデータあるい
は情報を、生成し、管理し、処理し、および／または配布することを含む様々な処理動作
を制御するようにプログラムされ得る、または構成され得る。複数の態様において、ワイ
ヤレス・デバイス１０２は、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６における個別
のアクセス・ポイントに加えて、サーバおよび／または他のノードまたはセルラ・ネット
ワーク１１０のリソースとともに、ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４のこれ
らと同様のリソースであり得る、または含み得る、および／または、更なるまたは異なる
ハードウェア、ソフトウェア、および／または他のリソースを含み得ることに注意された
い。ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４、ワイヤレス・デバイス１０２、セル
ラ・ネットワーク１１０、ローカル・アクセス・ポイントのセット１１６、関連ネットワ
ーク接続、および他のハードウェア、ソフトウェア、およびサービス・リソースの他の構
成が可能である。
【００４９】
　[0049]　　前述の説明は実例であり、構成および実現における変化が当業者には気付か
れ得る（occur）。例えば、単一のワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４が１つ
のワイヤレス・デバイス１０２および１つのローカル・アクセス・ポイントのセット１１
６にサービス提供する実施形態が記載されている一方で、実現において、２つ以上のワイ
ヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、ワイヤレス・デバイス１０２およびローカ
ル・アクセス・ポイントのセット１１６をサポートし得る。反対に、実現において、１つ
、２つ、またはそれ以上のワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ１１４は、２つ以上の
ワイヤレス・デバイス１０２、および／または２つ以上の別個のローカル・アクセス・ポ
イントのセット１１６と通信し、サポートし得る。同様に、ワイヤレス・ローカル・エリ
ア・ネットワーク動作のためにＷｉＦｉＴＭ規格を利用する実現が記載されている一方で
、実現において、他のワイヤレス規格またはプロトコルを使用する他のネットワークが、
ＷｉＦｉＴＭネットワーク展開に加えて、またはＷｉＦｉＴＭネットワーク展開の代わり
に、使用され得る。単数形または統合されたものとして記載された他のリソースは、実施
形態では、複数形であり、または分散され得、複数または分散されたものとして記載され
たリソースは、実施形態では、組み合わせられ得る。本教示の範囲は、それに応じて以下
の請求項によってのみ制限されるように意図される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス・デバイスを管理する方法であって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記ワイヤレ
ス・デバイスのためのロケーション情報のセットを受信することと、
　　前記ロケーション情報のセットを使用してワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワ
ーク・インターフェース経由で前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内のアクセス・ポイ
ントのセットを識別することと、
　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記アク
セス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記ワイヤ
レス・デバイスに送信することと、
　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・デバ
イスの接続範囲内の前記アクセス・ポイントのセットにおける少なくとも１つのアクセス
・ポイントに送信することと、
　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて、前記少
なくとも１つのアクセス・ポイント経由で前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワー
ク・インターフェースから前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インター
フェースへの前記ワイヤレス・デバイスのハンドオフを開始することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースは、セル
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ラ・ネットワーク・インターフェースを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記セルラ・ネットワーク・インターフェースは、第３世代（３Ｇ）ネットワ
ーク、第４世代（４Ｇ）ネットワーク、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、ＷｉＭａｘＴＭネットワーク、またはロング・
ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ネットワークのうちの少なくとも１つに接続するよ
うに構成される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インターフェースは、Ｗ
ｉＦｉＴＭネットワーク・インターフェースを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記ワイヤレス・デバイスは、セルラ電話、スマート・フォン、ポータブル・
コンピュータ、タブレット・デバイス、メディア・プレイヤー・デバイス、全地球測位シ
ステム（ＧＰＳ）デバイス、または携帯情報端末（ＰＤＡ）デバイスのうちの少なくとも
１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記局情報のセットは、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局（ＳＴ
Ａ）情報を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記局（ＳＴＡ）情報は、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）情報、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたキー情報、また
は前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたインターネット・プロトコル（ＩＰ）アド
レス情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］　前記アクセス・ポイント情報のセットは、前記少なくとも１つのアクセス・ポ
イントに関連付けられた媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記少なくとも１つのアクセ
ス・ポイントに関連付けられたチャネル情報のセット、前記少なくとも１つのアクセス・
ポイントに関連付けられたサービス・セット識別（ＳＳＩＤ）情報のセット、または前記
少なくとも１つのアクセス・ポイントを通したデータ・リンク・アクセスのためのコスト
情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　セキュリティ・キー情報のセットを前記ワイヤレス・デバイスおよび前記少な
くとも１つのアクセス・ポイントに送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記セキュリティ・キー情報のセットに基づいて前記ワイヤレス・デバイス
と前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの間の高速認証プロセスを開始することを
さらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記ロケーション情報のセットを受信すること、アクセス・ポイント情報の
セットを送信すること、または前記局情報のセットを送信することのうちの少なくとも１
つは、前記ワイヤレス・デバイスとの安全な伝送リンクを通じて送信を開始することを備
える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］　システムであって、
　　ワイヤレス・デバイスへのワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフ
ェースと、
　　前記ワイヤレス・デバイスへのワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・イン
ターフェースと、
　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースおよび前記ワイ
ヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インターフェースのうちの少なくとも１つを
経由して前記ワイヤレス・デバイスと通信するプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記ワ
イヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットを受信し、
　　　前記ロケーション情報のセットを使用して前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネ
ットワーク・インターフェース経由で前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内のアクセス
・ポイントのセットを識別し、
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　　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記ア
クセス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記ワイ
ヤレス・デバイスに送信し、
　　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・デ
バイスの接続範囲内の前記アクセス・ポイントのセットにおける少なくとも１つのアクセ
ス・ポイントに送信し、
　　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて、前記
少なくとも１つのアクセス・ポイント経由で前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワ
ーク・インターフェースから前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インタ
ーフェースへの前記ワイヤレス・デバイスのハンドオフを開始するように構成される、シ
ステム。
［Ｃ１４］　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースは、セ
ルラ・ネットワーク・インターフェースを備える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ１５］　前記セルラ・ネットワーク・インターフェースは、第３世代（３Ｇ）ネット
ワーク、第４世代（４Ｇ）ネットワーク、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、またはロング・ターム・エボリューション（
ＬＴＥ）ネットワークのうちの少なくとも１つに接続する、Ｃ１４に記載のシステム。
［Ｃ１６］　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インターフェースは、
ＷｉＦｉＴＭネットワーク・インターフェースを備える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ１７］　前記ワイヤレス・デバイスは、セルラ電話、スマート・フォン、ポータブル
・コンピュータ、タブレット・デバイス、メディア・プレイヤー・デバイス、全地球測位
システム（ＧＰＳ）デバイス、または携帯情報端末（ＰＤＡ）デバイスのうちの少なくと
も１つを備える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ１８］　前記局情報のセットは、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局（Ｓ
ＴＡ）情報を備える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ１９］　前記局（ＳＴＡ）情報は、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたキー情報、ま
たは前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたインターネット・プロトコル（ＩＰ）ア
ドレス情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１８に記載のシステム。
［Ｃ２０］　前記アクセス・ポイント情報のセットは、前記少なくとも１つのアクセス・
ポイントに関連付けられた媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記少なくとも１つのアク
セス・ポイントに関連付けられたチャネル情報のセット、前記少なくとも１つのアクセス
・ポイントに関連付けられたサービス・セット識別（ＳＳＩＤ）情報のセット、または前
記少なくとも１つのアクセス・ポイントを通したデータ・リンク・アクセスのためのコス
ト情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ２１］　前記プロセッサは、セキュリティ・キー情報のセットを前記ワイヤレス・デ
バイスおよび前記少なくとも１つのアクセス・ポイントに送信するようにさらに構成され
る、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ２２］　前記プロセッサは、前記セキュリティ・キー情報のセットに基づいて前記ワ
イヤレス・デバイスと前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの間の高速認証プロセ
スを開始するようにさらに構成される、Ｃ２１に記載のシステム。
［Ｃ２３］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ２４］　前記ロケーション情報のセットを受信すること、アクセス・ポイント情報の
セットを送信すること、または前記局情報のセットを送信することのうちの少なくとも１
つは、前記ワイヤレス・デバイスとの安全な伝送リンクを通じて送信を開始することを備
える、Ｃ１３に記載のシステム。
［Ｃ２５］　システムであって、
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　　ワイヤレス・デバイス手段へのワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インタ
ーフェースのための手段と、
　　前記ワイヤレス・デバイス手段へのワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・
インターフェースのための手段と、
　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースのための手段お
よび前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インターフェースのための手段
のうちの少なくとも１つを経由して前記ワイヤレス・デバイス手段と通信するプロセッサ
手段とを備え、前記プロセッサ手段は、
　　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースのための手段
を経由して前記ワイヤレス・デバイス手段のためのロケーション情報のセットを受信し、
　　　前記ロケーション情報のセットを使用して前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネ
ットワーク・インターフェースのための手段を経由して前記ワイヤレス・デバイス手段の
接続範囲内のアクセス・ポイント手段のセットを識別し、
　　　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースのための手段
を経由して前記アクセス・ポイント手段のセットに関連付けられたアクセス・ポイント情
報のセットを前記ワイヤレス・デバイス手段に送信し、
　　　前記ワイヤレス・デバイス手段に関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス
・デバイス手段の接続範囲内の前記アクセス・ポイント手段のセットにおける少なくとも
１つのアクセス・ポイント手段に送信し、
　　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて、前記
少なくとも１つのアクセス・ポイント手段を経由して前記ワイヤレス・ワイド・エリア・
ネットワーク・インターフェースのための手段から前記ワイヤレス・ローカル・エリア・
ネットワーク・インターフェースのための手段への前記ワイヤレス・デバイス手段のハン
ドオフを開始するように構成される、システム。
［Ｃ２６］　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースのため
の手段は、セルラ・ネットワーク・インターフェースのための手段を備える、Ｃ２５に記
載のシステム。
［Ｃ２７］　前記セルラ・ネットワーク・インターフェースのための手段は、第３世代（
３Ｇ）ネットワーク、第４世代（４Ｇ）ネットワーク、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネ
ットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、またはロング・ターム・エボリ
ューション（ＬＴＥ）ネットワークのうちの少なくとも１つに接続する、Ｃ２６に記載の
システム。
［Ｃ２８］　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インターフェースのた
めの手段は、ＷｉＦｉＴＭネットワーク・インターフェースのための手段を備える、Ｃ２
５に記載のシステム。
［Ｃ２９］　前記ワイヤレス・デバイス手段は、セルラ電話手段、スマート・フォン手段
、ポータブル・コンピュータ手段、タブレット・デバイス手段、メディア・プレイヤー・
デバイス手段、全地球測位システム（ＧＰＳ）デバイス手段、または携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）デバイス手段のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２５に記載のシステム。
［Ｃ３０］　前記局情報のセットは、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局（Ｓ
ＴＡ）情報を備える、Ｃ２５に記載のシステム。
［Ｃ３１］　前記局（ＳＴＡ）情報は、前記ワイヤレス・デバイス手段に関連付けられた
媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記ワイヤレス・デバイス手段に関連付けられたキー
情報、または前記ワイヤレス・デバイス手段に関連付けられたインターネット・プロトコ
ル（ＩＰ）アドレス情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３０に記載のシステム。
［Ｃ３２］　前記アクセス・ポイント情報のセットは、前記少なくとも１つのアクセス・
ポイント手段に関連付けられた媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記少なくとも１つの
アクセス・ポイント手段に関連付けられたチャネル情報のセット、前記少なくとも１つの
アクセス・ポイント手段に関連付けられたサービス・セット識別（ＳＳＩＤ）情報のセッ
ト、または前記少なくとも１つのアクセス・ポイント手段を通したデータ・リンク・アク
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セスのためのコスト情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２５に記載のシステム。
［Ｃ３３］　前記プロセッサ手段は、セキュリティ・キー情報のセットを前記ワイヤレス
・デバイス手段および前記少なくとも１つのアクセス・ポイント手段に送信するようにさ
らに構成される、Ｃ２５に記載のシステム。
［Ｃ３４］　前記プロセッサ手段は、前記セキュリティ・キー情報のセットに基づいて前
記ワイヤレス・デバイス手段と前記少なくとも１つのアクセス・ポイント手段との間の高
速認証プロセスを開始するようにさらに構成される、Ｃ３３に記載のシステム。
［Ｃ３５］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２５に記載のシステム。
［Ｃ３６］　前記ロケーション情報のセットを受信すること、アクセス・ポイント情報の
セットを送信すること、または前記局情報のセットを送信することのうちの少なくとも１
つは、前記ワイヤレス・デバイスとの安全な伝送リンクを通じて送信を開始することを備
える、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ３７］　　コンピュータに、ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インター
フェース経由でワイヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットを受信させるた
めの少なくとも１つの命令と、
　　コンピュータに、前記ロケーション情報を使用してワイヤレス・ローカル・エリア・
ネットワーク・インターフェース経由で前記ワイヤレス・デバイスの接続範囲内のアクセ
ス・ポイントのセットを識別させるための少なくとも１つの命令と、
　　コンピュータに、前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェー
ス経由で前記アクセス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセ
ットを前記ワイヤレス・デバイスに送信させるための少なくとも１つの命令と、
　　コンピュータに、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記
ワイヤレス・デバイスの接続範囲内の前記アクセス・ポイントのセットにおける少なくと
も１つのアクセス・ポイントに送信させるための少なくとも１つの命令と、
　　コンピュータに、前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに
基づいて、前記少なくとも１つのアクセス・ポイント経由で前記ワイヤレス・ワイド・エ
リア・ネットワーク・インターフェースから前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネット
ワーク・インターフェースへの前記ワイヤレス・デバイスのハンドオフを開始させるため
の少なくとも１つの命令と、を備える、コンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３８］　前記ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースは、セ
ルラ・ネットワーク・インターフェースを備える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログ
ラム製品。
［Ｃ３９］　前記セルラ・ネットワーク・インターフェースは、第３世代（３Ｇ）ネット
ワーク、第４世代（４Ｇ）ネットワーク、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、またはロング・ターム・エボリューション（
ＬＴＥ）ネットワークのうちの少なくとも１つに接続するように構成される、Ｃ３８に記
載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４０］　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・インターフェースは、
ＷｉＦｉＴＭネットワーク・インターフェースを備える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・
プログラム製品。
［Ｃ４１］　前記ワイヤレス・デバイスは、セルラ電話、スマート・フォン、ポータブル
・コンピュータ、タブレット・デバイス、メディア・プレイヤー・デバイス、全地球測位
システム（ＧＰＳ）デバイス、または携帯情報端末（ＰＤＡ）デバイスのうちの少なくと
も１つを備える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４２］　前記局情報のセットは、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局（Ｓ
ＴＡ）情報を備える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム製品。
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［Ｃ４３］　前記局（ＳＴＡ）情報は、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたキー情報、ま
たは前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられたインターネット・プロトコル（ＩＰ）ア
ドレス情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４２に記載のコンピュータ・プログラム
製品。
［Ｃ４４］　前記アクセス・ポイント情報のセットは、前記少なくとも１つのアクセス・
ポイントに関連付けられた媒体アクセス制御（ＭＡＣ）情報、前記少なくとも１つのアク
セス・ポイントに関連付けられたチャネル情報のセット、前記少なくとも１つのアクセス
・ポイントに関連付けられたサービス・セット識別（ＳＳＩＤ）情報のセット、または前
記少なくとも１つのアクセス・ポイントを通したデータ・リンク・アクセスのためのコス
ト情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム製品
。
［Ｃ４５］　前記コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、セキュリティ・キー情報の
セットを前記ワイヤレス・デバイスおよび前記少なくとも１つのアクセス・ポイントに送
信させるための少なくとも１つの命令をさらに備える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・プ
ログラム製品。
［Ｃ４６］　前記コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、前記セキュリティ・キー情
報のセットに基づいて前記ワイヤレス・デバイスと前記少なくとも１つのアクセス・ポイ
ントとの間の高速認証プロセスを開始させるための少なくとも１つの命令を備える、Ｃ４
５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４７］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４８］　前記ロケーション情報のセットを受信すること、アクセス・ポイント情報の
セットを送信すること、または前記局情報のセットを送信することのうちの少なくとも１
つは、前記ワイヤレス・デバイスとの安全な伝送リンクを通じて送信を開始することを備
える、Ｃ３７に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４９］　ワイヤレス・デバイス上のデータ接続を構成する方法であって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記ワイヤレ
ス・デバイスのためのロケーション情報のセットをワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェ
イに送信することと、
　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスの接
続範囲内のアクセス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセッ
トを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから前記ワイヤレス・デバイスにおい
て、受信することと、
　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・ハン
ドオフ・ゲートウェイに送信することと、
　　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイス
のためのデータ接続を確立するために前記アクセス・ポイントのセットにおける少なくと
も１つのアクセス・ポイントを識別することと、
　　前記アクセス・ポイントのセットにおける前記少なくとも１つのアクセス・ポイント
経由で前記ワイヤレス・デバイスの前記データ接続を前記ワイヤレス・ワイド・エリア・
ネットワーク・インターフェースからワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・イ
ンターフェースに遷移することと
　を備える、方法。
［Ｃ５０］　前記ロケーション情報のセットを前記送信することは、前記ロケーション情
報のセットを所定の間隔で送信すること、またはイベント・トリガ・ベースで前記ロケー
ション情報のセットを送信することのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４９に記載の方
法。
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［Ｃ５１］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５２］　前記データ接続を前記遷移することは、前記アクセス・ポイント情報のセッ
トおよび前記局情報のセットに基づいて前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの認
証プロセスを実行することを備える、Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５３］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５４］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証
プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ５３に記載
の方法。
［Ｃ５５］　前記データ接続を前記遷移することは、前記少なくとも１つのアクセス・ポ
イントとの関連付けプロセスを実行することを備える、Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５６］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備
える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ５７］　ワイヤレス・デバイスであって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークへの第１のインターフェースと、
　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの第２のインターフェースと、
　　前記第１のインターフェースおよび前記第２のインターフェースと通信するプロセッ
サと、を備え、前記プロセッサは、
　　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記ワイヤ
レス・デバイスのためのロケーション情報のセットをワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウ
ェイに送信し、
　　　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイ
スの接続範囲内のアクセス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報
のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから前記ワイヤレス・デバイス
において、受信し、
　　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・ハ
ンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイ
スのためのデータ接続を確立するために前記アクセス・ポイントのセットにおける少なく
とも１つのアクセス・ポイントを識別し、
　　　前記アクセス・ポイントのセットにおける前記少なくとも１つのアクセス・ポイン
ト経由で前記ワイヤレス・デバイスの前記データ接続を前記ワイヤレス・ワイド・エリア
・ネットワーク・インターフェースからワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・
インターフェースに遷移するように構成される、ワイヤレス・デバイス。
［Ｃ５８］　前記ロケーション情報のセットを前記送信することは、前記ロケーション情
報のセットを所定の間隔で送信すること、またはイベント・トリガ・ベースで前記ロケー
ション情報のセットを送信することのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ５７に記載のシ
ステム。
［Ｃ５９］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ５７に記載のシステム。
［Ｃ６０］　前記データ接続を前記遷移することは、前記アクセス・ポイント情報のセッ
トおよび前記局情報のセットに基づいて前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの認
証プロセスを実行することを備える、Ｃ５７に記載のシステム。
［Ｃ６１］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ５７に記載のシステム
。
［Ｃ６２］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証
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プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ６１に記載
のシステム。
［Ｃ６３］　前記データ接続を前記遷移することは、前記少なくとも１つのアクセス・ポ
イントとの関連付けプロセスを実行することを備える、Ｃ５７に記載のシステム。
［Ｃ６４］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備
える、Ｃ６３に記載のシステム。
［Ｃ６５］　ワイヤレス・デバイスであって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークへの第１のインターフェース手段と、
　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの第２のインターフェース手段と、
　　前記第１のインターフェース手段および前記第２のインターフェース手段と通信する
プロセッサ手段と、を備え、前記プロセッサ手段は、
　　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記ワイヤ
レス・デバイスのためのロケーション情報のセットをワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウ
ェイに送信し、
　　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスの
接続範囲内のアクセス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセ
ットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから前記ワイヤレス・デバイスにお
いて、受信し、
　　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記ワイヤレス・ハ
ンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイ
スのためのデータ接続を確立するために前記アクセス・ポイントのセットにおける少なく
とも１つのアクセス・ポイントを識別し、
　　　前記アクセス・ポイントのセットにおける前記少なくとも１つのアクセス・ポイン
ト経由で前記ワイヤレス・デバイスの前記データ接続を前記ワイヤレス・ワイド・エリア
・ネットワーク・インターフェースからワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク・
インターフェースに遷移するように構成される、ワイヤレス・デバイス。
［Ｃ６６］　前記ロケーション情報のセットを前記送信することは、前記ロケーション情
報のセットを所定の間隔で送信すること、またはイベント・トリガ・ベースで前記ロケー
ション情報のセットを送信することのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ６５に記載のシ
ステム。
［Ｃ６７］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ６５に記載のシステム。
［Ｃ６８］　前記データ接続を前記遷移することは、前記アクセス・ポイント情報のセッ
トおよび前記局情報のセットに基づいて前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの認
証プロセスを実行することを備える、Ｃ６５に記載のシステム。
［Ｃ６９］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ６５に記載のシステム
。
［Ｃ７０］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証
プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ６９に記載
のシステム。
［Ｃ７１］　前記データ接続を前記遷移することは、前記少なくとも１つのアクセス・ポ
イントとの関連付けプロセスを実行することを備える、Ｃ６５に記載のシステム。
［Ｃ７２］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備
える、Ｃ７１に記載のシステム。
［Ｃ７３］　　コンピュータに、ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インター
フェース経由でワイヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットをワイヤレス・
ハンドオフ・ゲートウェイに送信させるための少なくとも１つの命令と、
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　　コンピュータに、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレ
ス・デバイスの接続範囲内のアクセス・ポイントのセットに関連付けられたアクセス・ポ
イント情報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから前記ワイヤレス
・デバイスにおいて、受信させるための少なくとも１つの命令と、
　　コンピュータに、前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを前記
ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信させるための少なくとも１つの命令と、
　　コンピュータに、前記ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイ
ヤレス・デバイスのためのデータ接続を確立するために前記アクセス・ポイントのセット
における少なくとも１つのアクセス・ポイントを識別させるための少なくとも１つの命令
と、
　　コンピュータに、前記アクセス・ポイントのセットにおける前記少なくとも１つのア
クセス・ポイント経由で前記ワイヤレス・デバイスの前記データ接続を前記ワイヤレス・
ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェースからワイヤレス・ローカル・エリア・
ネットワーク・インターフェースに遷移させるための少なくとも１つの命令と、を備える
、コンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ７４］　前記ロケーション情報のセットを前記送信することは、前記ロケーション情
報のセットを所定の間隔で送信すること、またはイベント・トリガ・ベースで前記ロケー
ション情報のセットを送信することのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ７３に記載のコ
ンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ７５］　前記ロケーション情報のセットは、全地球測位システム（ＧＰＳ）データ、
基地局パイロット・データ、地理的セル識別子データ、セルラ・ネットワーク・データ、
ドップラー効果データ、または信号強度データを経由して取り込まれたロケーション情報
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ７３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ７６］　コンピュータに、前記データ接続を前記遷移させるための前記少なくとも１
つの命令は、コンピュータに、前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報の
セットに基づいて前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの認証プロセスを実行させ
るための少なくとも１つの命令を備える、Ｃ７３に記載のコンピュータ・プログラム製品
。
［Ｃ７７］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ７３に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品。
［Ｃ７８］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証
プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ７７に記載
のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ７９］　コンピュータに、前記データ接続を遷移させるための前記少なくとも１つの
命令は、コンピュータに、前記少なくとも１つのアクセス・ポイントとの関連付けプロセ
スを実行させるための少なくとも１つの命令を備える、Ｃ７３に記載のコンピュータ・プ
ログラム製品。
［Ｃ８０］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備
える、Ｃ７９に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ８１］　ワイヤレス・デバイスとアクセス・ポイントを関連付ける方法であって、
　　アクセス・ポイント情報のセットを、前記アクセス・ポイントからワイヤレス・ハン
ドオフ・ゲートウェイに送信することと、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経由で前記ワイヤレ
ス・デバイスのためのロケーション情報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲー
トウェイから、受信することと、
　　前記アクセス・ポイントに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記ワ
イヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信することと、
　　前記アクセス・ポイントにおける前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報
のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で、受信することと、
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　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいてワイヤレ
ス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスとのデータ接続を
、前記アクセス・ポイントで、確立することと
　を備える、方法。
［Ｃ８２］　前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で前記ワイヤレス・デバイ
スのためのロケーション情報のセットを受信することをさらに備える、Ｃ８０に記載の方
法。
［Ｃ８３］　前記局情報のセットを前記受信することは、前記ロケーション情報のセット
に基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アクセス・ポイントの範囲に接近している
、または範囲内にある場合、前記局情報のセットを受信することを備える、Ｃ８０に記載
の方法。
［Ｃ８４］　データ接続を前記確立することは、前記局情報のセットに基づいて前記アク
セス・ポイントとの認証プロセスを実行することを備える、Ｃ８０記載の方法。
［Ｃ８５］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ８３に記載の方法。
［Ｃ８６］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証
プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ８４に記載
の方法。
［Ｃ８７］　前記データ接続を前記確立することは、少なくとも１つの前記アクセス・ポ
イントとの関連付けプロセスを実行することを備える、Ｃ８０に記載の方法。
［Ｃ８８］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備
える、Ｃ８６に記載の方法。
［Ｃ８９］　前記データ接続は、インターネットへの接続を備える、Ｃ８０に記載の方法
。
［Ｃ９０］　アクセス・ポイント・デバイスであって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークへの第１のインターフェースと、
　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの第２のインターフェースと、
　　前記第１のインターフェースおよび前記第２のインターフェースと通信するプロセッ
サを備え、前記プロセッサは、
　　　アクセス・ポイント情報のセットを、前記アクセス・ポイントからワイヤレス・ハ
ンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記第１のインターフェース経由で前記ワイヤレス・デバイスのためのロケーショ
ン情報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから、受信し、
　　　前記アクセス・ポイントに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記
ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを、前記ワイヤレス・
ハンドオフ・ゲートウェイ経由で、受信し、
　　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて前記ワ
イヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスとのデータ
接続を確立するように構成された、デバイス。
［Ｃ９１］　前記プロセッサは、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で前記
ワイヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットを受信するようにさらに構成さ
れる、Ｃ８８に記載のデバイス。
［Ｃ９２］　前記局情報のセットを前記受信することは、前記ロケーション情報のセット
に基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アクセス・ポイントの範囲に接近している
、または範囲内にある場合、前記局情報のセットを受信することを備える、Ｃ８９に記載
のデバイス。
［Ｃ９３］　データ接続を前記確立することは、前記局情報のセットに基づいて前記アク
セス・ポイントとの認証プロセスを実行することを備える、Ｃ８８に記載のデバイス。
［Ｃ９４］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ９１に記載のデバイス
。
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［Ｃ９５］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認証
プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ９２に記載
のデバイス。
［Ｃ９６］　前記データ接続を前記確立することは、少なくとも１つの前記アクセス・ポ
イントとの関連付けプロセスを実行することを備える、Ｃ８８に記載のデバイス。
［Ｃ９７］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを備
える、Ｃ９４に記載のデバイス。
［Ｃ９８］　前記データ接続は、インターネットへの接続を備える、Ｃ８８に記載のデバ
イス。
［Ｃ９９］　アクセス・ポイント・デバイスであって、
　　ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワークへの第１のインターフェース手段と、
　　ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワークへの第２のインターフェース手段と、
　　前記第１のインターフェース手段および前記第２のインターフェース手段と通信する
プロセッサ手段を備え、前記プロセッサ手段は、
　　　アクセス・ポイント情報のセットを、前記アクセス・ポイントからワイヤレス・ハ
ンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記第１のインターフェース経由で前記ワイヤレス・デバイスのためのロケーショ
ン情報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイから、受信し、
　　　前記アクセス・ポイントに関連付けられたアクセス・ポイント情報のセットを前記
ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信し、
　　　前記ワイヤレス・デバイスに関連付けられた局情報のセットを、前記ワイヤレス・
ハンドオフ・ゲートウェイ経由で、受信し、
　　　前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに基づいて前記ワ
イヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイスとのデータ
接続を確立するように構成される、デバイス。
［Ｃ１００］　前記プロセッサは、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で前
記ワイヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットを受信するようにさらに構成
される、Ｃ８８に記載のデバイス。
［Ｃ１０１］　前記局情報のセットを前記受信することは、前記ロケーション情報のセッ
トに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アクセス・ポイントの範囲に接近してい
る、または範囲内にある場合、前記局情報のセットを受信することを備える、Ｃ８９に記
載のデバイス。
［Ｃ１０２］　データ接続を前記確立することは、前記局情報のセットに基づいて前記ア
クセス・ポイントとの認証プロセスを実行することを備える、Ｃ８８に記載のデバイス。
［Ｃ１０３］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ９１に記載のデバイ
ス。
［Ｃ１０４］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認
証プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ９２に記
載のデバイス。
［Ｃ１０５］　前記データ接続を前記確立することは、少なくとも１つの前記アクセス・
ポイントとの関連付けプロセスを実行することを備える、Ｃ８８に記載のデバイス。
［Ｃ１０６］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを
備える、Ｃ９４に記載のデバイス。
［Ｃ１０７］　前記データ接続は、インターネットへの接続を備える、Ｃ８８に記載のデ
バイス。
［Ｃ１０８］　　コンピュータに、アクセス・ポイント情報のセットを、前記アクセス・
ポイントからワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信させるための少なくとも１つ
の命令と、
　　コンピュータに、ワイヤレス・ワイド・エリア・ネットワーク・インターフェース経
由で前記ワイヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットを、前記ワイヤレス・
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　　コンピュータに、前記アクセス・ポイントに関連付けられたアクセス・ポイント情報
のセットを前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイに送信させるための少なくとも１
つの命令と、
　　コンピュータに、前記アクセス・ポイントにおける前記ワイヤレス・デバイスに関連
付けられた局情報のセットを、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で、受信
させるための少なくとも１つの命令と、
　　コンピュータに、前記アクセス・ポイント情報のセットおよび前記局情報のセットに
基づいてワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク経由で前記ワイヤレス・デバイス
とのデータ接続を、前記アクセス・ポイントで、確立させるための少なくとも１つの命令
と、を備える、コンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ１０９］　コンピュータに、前記ワイヤレス・ハンドオフ・ゲートウェイ経由で前記
ワイヤレス・デバイスのためのロケーション情報のセットを受信させるための少なくとも
１つの命令をさらに備える、Ｃ１０７に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ１１０］　前記局情報のセットを前記受信することは、前記ロケーション情報のセッ
トに基づいて、前記ワイヤレス・デバイスが前記アクセス・ポイントの範囲に接近してい
る、または範囲内にある場合、前記局情報のセットを受信することを備える、Ｃ１０８に
記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ１１１］　データ接続を前記確立することは、前記局情報のセットに基づいて前記ア
クセス・ポイントとの認証プロセスを実行することを備える、Ｃ１０７に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品。
［Ｃ１１２］　前記認証プロセスは、高速認証プロセスを備える、Ｃ１１０に記載のコン
ピュータ・プログラム製品。
［Ｃ１１３］　前記高速認証プロセスは、Ｏｔｗａｙ Ｒｅｅｓプロトコルまたは拡張認
証プロトコル再認証（ＥＲＰ）プロトコルのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１１１に
記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ１１４］　前記データ接続を前記確立することは、少なくとも１つの前記アクセス・
ポイントとの関連付けプロセスを実行することを備える、Ｃ１０７に記載のコンピュータ
・プログラム製品。
［Ｃ１１５］　前記関連付けプロセスは、アクティブ／パッシブ・スキャン・プロセスを
備える、Ｃ１１３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ１１６］　前記データ接続は、インターネットへの接続を備える、Ｃ１０７に記載の
コンピュータ・プログラム製品。
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